
政府は2024年12月２日に現行の健康保険証をマイナ保険証に移行する方針を決定しました。医療の質の

向上や医療費削減などが期待される医療DXの基盤としてマイナ保険証の推進は重要であり、国民の不安

解消、メリットの周知や利用促進につながる取り組みが求められます。 

電機連合 総合産業・社会政策部門 

電機連合＠見える化通信 Vol.１４５（２０２４.１） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。

2024年12月からマイナ保険証移行 
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昨
年
12
月
、
政
府
は
現
行
の
健
康
保
険
証
を

２
０
２
４
年
12
月
２
日
に
原
則
廃
止
す
る
方

針
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
12
月
２
日
以
降
、

現
在
の
健
康
保
険
証
は
新
規
発
行
さ
れ
ず
、
保

険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
一
体
化
し
た

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、
12
月
２
日

以
降
も
最
長
１
年
間
は
現
在
の
健
康
保
険
証
が

利
用
で
き
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
し
て
い
な
い
人
に
は
最
長
５
年
間
の
資
格

確
認
書
が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ
っ
て
は
、
健

康
保
険
証
や
公
的
給
付
金
の
受
取
口
座
の
情
報

を
誤
っ
て
他
者
の
情
報
と
ひ
も
付
け
る
問
題
が

続
出
し
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
今
も
国
民
の
間

で
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

政
府
は
昨
年
６
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
全

て
の
登
録
デ
ー
タ
の
誤
り
を
洗
い
出
す
調
査
を

行
い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
住
基
ネ
ッ
ト
で
照
会

し
た
際
の
誤
り
、
申
請
書
に
書
か
れ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
誤
り
や
登
録
手
続
き
時
の
ロ
グ
ア
ウ

ト
忘
れ
な
ど
が
主
な
原
因
で
あ
っ
た
と
報
告
し

ま
し
た
。 

今
後
は
氏
名
・
生
年
月
日
に
加
え
住
所
を
含

め
た
確
認
を
行
う
こ
と
や
、
手
続
き
の
完
全
デ

ジ
タ
ル
化
と
い
っ
た
再
発
防
止
対
策
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
人
的
ミ
ス
を
防
ぐ
こ
れ

ら
の
対
策
に
加
え
、
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
た

め
の
丁
寧
な
情
報
発
信
も
求
め
ら
れ
ま
す
。 

  

不
安
の
解
消
に
向
け
た
対
応
だ
け
で
な
く
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
も
必
要
で
す
。
医

療
機
関
に
お
け
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
導
入
は

90
％
を
超
え
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年
11
月
の

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率
は
４
・
３
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

す
る
メ
リ
ッ
ト
の
周
知
や
、
利
便
性
が
実
感
で

き
る
取
り
組
み
も
重
要
に
な
り
ま
す
。 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

「
見
え
る
化
通
信
１
２
１
号
（
２
０
２
１
年
12

月
）
」
で
紹
介
し
て
い
る
通
り
、
ま
ず
患
者
の
立

場
で
は
、
受
付
の
本
人
確
認
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
う
こ
と
に
よ
り
待
ち
時
間
の
短
縮
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
問
診
時
に
は
患
者
本
人
の
同
意

の
も
と
、
医
療
機
関
が
特
定
健
診
情
報
（
40
歳

以
上
の
場
合
）
や
薬
剤
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

で
重
複
投
薬
や
多
剤
投
与
が
な
く
な
り
、
適
切

な
医
療
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
自
分
の
特
定
健
診
情
報
や

薬
剤
情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
高
額

療
養
費

（
※
１
）

や
医
療
費
控
除
の
手
続
き
が
簡
単

に
な
る
な
ど
、
利
便
性
の
向
上
も
見
込
ま
れ
ま

す
。
一
方
、
医
療
機
関
側
に
と
っ
て
も
受
付
事
務

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
ほ
か
、
入
力
ミ
ス
に
よ

る
過
誤
請
求
を
防
ぐ
こ
と
な
ど
が
期
待
で
き
ま

す
。 

※
１ 

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
っ
た
額
が
１
か
月
の
上
限
額

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
を
支
給
す
る
制
度 

  

  

政
府
は
保
健
・
医
療
・
介
護
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
活
か
し
て
、
病
気
の
予
防
や
よ
り
良
い
医
療

と
介
護
の
実
現
を
め
ざ
す
医
療
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、

予
防
接
種
や
電
子
処
方
箋
な
ど
生
涯
に
わ
た
る

医
療
デ
ー
タ
を
患
者
自
身
が
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
自
身
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
、
あ
る

い
は
電
子
カ
ル
テ
で
医
療
機
関
の
情
報
共
有
が

進
む
こ
と
で
医
療
費
の
削
減
な
ど
が
期
待
さ
れ

ま
す
（
図
表
１
）
。 

医
療
Ｄ
Ｘ
の
着
実
な
実
現
に
向
け
て
マ
イ
ナ

保
険
証
は
そ
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
丁
寧
に
周
知
し
た
う
え
で
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 ■図表１ 医療ＤＸにより実現される社会（抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：内閣官房医療ＤＸ推進本部資料をもとに電機連合作成 


